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1 、 は じめ に

　近年の 科学技術の 発 達 に は 目を見はる もの が

ある反面 、 VTR 、パ ソ コ ン
、 写真入 りの 書物

な ど 、 間接体験 の で きる環境が 、 逆 に児童生徒

に 直接体験 で きる機会を奪 っ てい る傾向が あ

る 。 こ の 傾向は都市部に顕著 な もの で は な く、

メ デ ィ ァ の 発達 に よ り農村部で も同様 に現れ て

い る。 高度な科学技術 に触れ る機会は児童生徒

に夢 を与 える 意味で も、 もち ろ ん大切で ある

が 、間接体験 の 前 に その もと とな る直接 体験 を

行 うこ との 意義は 、 関心 意欲 を高め る こ と 、 知

的興 味 を もた せ る こ と、長期記憶 とな る こ とな

どの ほ か に、多様 な もの に触れ、感性 を磨 くこ

とで認識の原 点 を培 うこ とに な り、 科学の 芽 を

育むこ とに なる と考える 。 自然物 は多種多様で

あ り 、 五 感 を活性化 させ 、 感性 を磨 くには こ れ

に触れ させ る こ とが効果的で ある 。 五 感の う

ち 、触 覚、嗅覚 、味覚 の 3 つ は基 本感覚 と言 わ

れ 、
こ れ らを伴 う体験 を原体験 と呼ん で い る 。

幼児期か ら小学校低学年 にか けて 自然物に触

れ 、 原体験 をす る こ とは特 に重要で ある 。

　 ここ で は 自然体験及 び科学 体験 にお い て 原体

験 の 視点で 体験 中心 の 理科教育を考察する 。

2 、 理科教育に お ける原体験の 意義

　原 体験 と教育との 関連に つ い て は宮下 が述べ

るが 、 原体験 そ の もの は教育的意味は ない
。 た

だ、触 っ た 、味 わ っ た とい う体験 の みで あ る 。

カ エ ル に触 っ た 、 触 っ て い ない
、 とい うの は評

価が で きな い
。 しか し、触 っ て ヌ ル ヌ ル と感 じ

た体験 の ある 児童生徒 はそ の 後 、 両生類の 学習

を行 うときに は粘液 を出す 、 水辺 での 生 活 を行

う、 皮膚呼 吸の 割合 も多い
、 な ど の 書物や教室

の 中で の 知識が生 きた知識 となる。 同様に 、 川

に入る 、川原で 石 で 遊ぶ とい う体験は それ だけ

で はた だの 遊 びで あ り、 川 に入 っ たか ら 、 石 で

遊 ん だか らどうとい うこ とは評価 しに くい
。 た

だ 、 川 に入 っ て 流速を肌 で 感 じた 体験 が 、 そ の

後 、 川 の 運搬作用 や 流氷の は た ら きに よ る地層

の 形成の 学習の と きに 生 きて くる 。 また 、川 に

入 り、石 で 滑 っ た体験 が あれば 、 後の 藻類 の 学

習 へ の 理解 は早い
。 原体験 は た だ 、触 っ た り、

なめ た り、 味わ っ た りする だけの 1 つ 1 つ が バ

ラバ ラ の 体験で あ る
。 しか し、

こ の ように原 体

験 そ の もの に教 育的意 味はな くて も 、 そ れ ぞ れ

の 体験が基盤 とな っ て よ り高次の 認識、概念形

成 、 抽象化で きる力 とな っ て い く。
つ ま り、 原

体験が し っ か りと して い れ ば 、 そ の後の 間接体

験や 言葉 によ る説明で も十分 に理解が 深め られ

るわ けで ある 。 昔は 原体験 を意識 して させ る必

要が なか っ た 。
つ ま り、生 活そ の もの が原体験

で あ っ た 。 動物 を飼育 し 、 作物を育て 、 臭い や

味の 体験 に事欠 くこ とは なか っ た 。 遊 び も自然

物を用 い るの が普通 で あ っ た 。 必要 な道具は 自

分で 作 るの で 構造や 材料は 自ず と理 解で きた 。

今 は
、

た とえ 、 農村部の 子 ど もで も原体験 は少

ない
。 意識的に さけて い る こ と もあるの で 、 か

えっ て 都市部の 子 ど もの 方が興味を示す とい う

逆 転現象が生 じて い る 。 原体験 は親や教 師が 意

図 して 行わ なければで きな い 状 況で ある 。 そ こ

で 、 自然体験 や科学体験の 学習 を原体験 の 視 点

で行 っ て みた
。

3 、 自然体験学習や科学体験学習 を原体験の 視

点 で 考 える

　最近は 自治体が 中心 とな っ て 夏休 みや春 休み

を利用 し、 自然体験教 室 （サ マ ーセ ミナ ー な

ど） を企画す る こ とが多い 。 キ ャ ン プや 自然 素

材を使 っ たお もち ゃ 作 り、 川 遊び 、 サバ イバ ル

体験 など趣向を凝 ら し、 希望者 を断 りきれな い

くらい で 、概 ね好評で ある 。 実生活で の 自然体
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験不足の 反動が行事や イベ ン トと して の体験 セ

ミナ
ー に 反映され るの は皮肉な結果で あるが 、

現状と して は こ の ような自然体験 をさせ る場 を

設定 して で も、 五 感に 訴 える体験 で感性を磨

き 、 後の 学 習効果 を高 める 準備 を行 うこ とは必

要で ある と考える 。

　 こ の ような体験 セ ミ ナ
ーで は メ ニ ュ

ー作 りが

最 も大切 で ある 。 我 々 は原体験 を 7 つ に分 け、

火体験 、 石体験 、 土体験 、 水体験 、 木体験 、 草

体験 、 動物体験 と し、
こ れ に 、 不快体験 、 情感

体験 を加 え （ゼ ロ 体験 ） 、
こ れ らの 体験が で き

るだけ行 える ようなメ ニ ュ
ー を実施 しよ うと し

て い る 。

表 1　 原体験の 類型と具体的事例

類型 具体的事例

火体験 熱さを感じる、焦げる臭い をか ぐ、けむたさ、火起 こ し

石体験 石投げ 、 石 で書く、石器作り、火打ち石、石 さが し

土体験 素足で土に蝕れる 、 土を掘る、土器作り、

水体験 雨に濡れる、自然水を飲む、水かけ道び、川渡り

木体験 木 に触れる 、 木の 臭い
、 、木の 葉、実を集め る

草体験 草むらを歩 く、抜 く、ちぎる、食べ る、草で 避ぶ

動物体験 捕まえる、触る、臭い を嗅ぐ、飼う、声を聞く、食べ る

ゼ ロ 体験 暗やみを歩 く、日の 出を見る 、 飢え 、 渇き

　 自然体験 と同様 に子 ど も自身が科学体験 で き

る ようなイベ ン ト、 施設 もまた
、 以前 と比べ 充

実 して きた 。 昨年 、 科学技術基本法 も制定 さ

れ 、 さ らに 拍車がか か るこ とが予想 され る。

　理科嫌い
、 科学技術離れ が叫ばれ る 中、 科学

技術 館 主催 の 「青 少年 の た め の 科学 の 祭 典」や

科学協会主 催の 「科学体験 まつ り」 また 、 そ の

ほ か各地 で 行 わ れ る科学体験の 企画 は児童生徒

の 興 味 を誘い
、 たい へ ん な盛 況で ある 。

こ こ で

は説明や 演示 だけで な く、 児童生徒が 自分で 実

験 を行 い 、 原理 を探 っ た り、 身近 な生活 の 中か

ら科学 に 目を向け る体験 を した り、 工 作や遊び

を通 して 楽 しみ なが ら新 しい 発見 をする 機会 を

設定 して い る。 科学の 本質で あ る抽象化や法則

化 に至 らない もの も確か に あるが 、 普段教室で

見 られな い よ うな驚 きの 表情 に出 くわ すこ と も

しば しばで ある 。

　植 物や動 物の また 、 地学の 岩石 や地層の 学習

に対 し、 触れ て臭 っ て 味わ う原体験 とは大変関

連が つ けや すい 。 もと もと自然物に触れ て何 か

を作 っ た り遊 ん だ りす る こ とが 原体験の 位置づ

けだか らで ある 。 しか し 、 物理 や 化学 を学習す

る基盤 に も原体験 は有効で あ る と考え る 。 物体

の 落下 や 味や 臭い を生 じる化学物質、 川 の 中に

入 っ て浮力を体験する とい う単純 に関連する も

の も もち ろ ん で あるが 、 例 えば電気の ビリ ッ と

くる体験や音が振動 だ とわか る体験 な どは 、 決

して 自然物を素材 と して い な くて も科学原体験

と して位置づ け られ る 。 ブラ ッ ク ボ ッ クス 化 し

て 、 仕組みや構造が わ か らない もの を 、 製作や

実演 を通 して体験 する こ とで 興味づ け と と もに

後の 学習 で の 認識の 深化や理解 に つ なが る と考

え るの で ある 。

4 、 原体験 を学校教育 に生 か すべ き必要性

　 こ の ような 自然体験 や科学体験 は本来 、 教育

と して行わ な くて も、 だれ もが家庭や 隣近所の

人た ち と遊ぶ 中で 身に つ くこ とが最 も望 ま し

い
。 食べ る物 、 着る物 、遊ぶ 物 に満た され な

か っ た時代 は生 活そ の もの が原体験 で あ っ た
。

学校教 育で は だれ もが行 っ て い る で あろ う原体

験 を もとに して 間接体験や 抽象化 、 概 念化 す れ

ば 、 それ で 生 きた知識 とな っ て い た 。 しか し、

欲 しい 物が何 で も簡単 に入 手 で きる今 、 わ ざわ

ざ舞切 りで火 を起 こ さな くて もラ イ タ ーで簡単

に着火で きる し、 タケ や 木の 素朴 なお もち ゃ よ

りも楽しい ゲ
ー

ム ソ フ トは い くらで もある 。
つ

ま り、 日常の 生活の 上 で原体験 の 必要性は な く

な っ て きた 。 電子部品の 発達で 細か い 仕組みが

わ か らな くて もと りあえず機械は動 くの で 「な

ぜ こ うな る の か」 とい う素朴な疑問 も出て こ な

い
。

い ろ い ろ な体験 を させ る べ き幼児期か ら小

学校低学 年 の 子 を持つ 親が 、そ うい っ た 体験 の

乏 しい 世代 とな っ て い る 。 まさに感性や 基本感

覚 を磨 き、 科学 の 芽 を育む理科教 育の 基盤が崩

れ よ うと して い る 時代で ある 。

5 、 おわ りに

　今の学校教育の 中で こ れ らの 体験 学習 を満足

の い くよ うに行 うの は不 可能 に等 しい
。 学校週

5B 制が 完全 実施 され るの も間 近で 、 さらに体

験学習 は 行い に くい 状況になる 。 そ こ で 、 こ の
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土 日の 休み に、近 隣の 施設 や フ ィ
ー ル ドを用い

て 、 学校教育 を見据 えた体験 学習 を生涯学習 と

して行 っ て い くこ とを考えて い る 。 そ れ には体

験 メ ニ ュ
ーや カ リ キ ュ ラ ム を作 る 際 、 ただ 、 さ

せ て お もしろい とか人気が あるだ けで はな く、

こ の体験が後 の 学習 に どの よ うに関連づ ける こ

とがで きるか を考慮 に入 れ て作成 し、指導者が

発 達段 階 に応 じて科学的側面の 支援を行 うこ と

が 大変重要で ある 。 表 2 は 例 と して
、 現行の 学

習内容の 中で 、川遊 び体験 を行 っ た上 で 、 展 開

す る こ とが理想的な もの をあげ た 。

表 2 川遊びの 原体験と各学年の 目標及び内容との 関連

指 導書 に おける 目標及 び 内容 川遊 び の 原体 験

生活 ・川原 の 石 こ ろ で 遊 ぶ。 ・
石 をさわ っ てみ る

1年
・川の 動物を とっ て きて 飼 う 。

・石 をた た く

・石 の 臭い を嗅 ぐ
・身の ま わ りに あ る 自然の 材料で 遊 ぶ 。

・石投 げ

生 活 ・川の 動物 の 特徴、生態の 不思議さに気 づ かせ る 。
・石 をひ っ くり返 す

2 年
・
川そ の もの を観察する 。

・
川に入る

・川 の 石 をひ っ くり返 す
・昆虫 をさがす。 育て る 。

・川の 石を ひ っ くり返す

3 ・閉 じこ め ら れ た水や 空気に 力 を加 え、その 性質 を調 べ る 。
・水 ロ ケ ッ トを飛ばす

年
・石 や 土 を集め、色 、模様、硬 さ の 違 い を調べ る。 ・スト ンへ

’
イ万 イング をす る

・動物 の 活動 と環境 の 関わ りを謂べ る 。
・川 の 石 をひっ くり返す

・流 れ る川 に は 土地 を削 っ た り、石 や 土 を 流 した り積 もらせた りす る ・石 を集め る

4 は た ら きが あ る。 ・川 に入 る

年
・
川原や川岸 の 様子 は流れ る水 の 速 さや水量で 変 わ る。 ・川渡 りをする

・流れ る 水 の 速さや 水量 は 雨 の 振 り方 で 変 わ る 。

5 ・
魚 な ど の 動物を育 て、発生 、成長を見る 。

・もん ど りを仕掛け る

年
・魚 は 日が た つ に つ れ て 、 卵 の 中の ようす が 変化 して か え る 。

・魚 釣 り を す る

・水 中の 小 さ な 生物 をエ サ に して い る 。 ・川 の 水 をす くっ て バ ケ ッ

に と る
・動物 の 体 の 内部 を 観察 し て 、呼吸、消化、 排出、 循環な どの は た ら ・もん ど りを仕掛 け る

6 きを調べ る。 ・魚 釣 りを す る

年

・魚 の 呼吸の 様子 と心臓 の 拍動 を観察させ る。水槽に酸素や二 酸化炭

素 を通 し、活動 の 変化 を 調 べ る 。

・川 の 石 をひ っ くり返 す
・
網 で す くう

・
地層 の 石の 形 の 特徴 を川原 の そ れ と対応させ、地層が流水 の はた ら ・石を集 め る

き に よ っ て つ くられ た もの で あ る こ とをと らえる 。
・
川 に 入 る

・光の 反射や屈折の 実験を行い 、光 が水 や ガ ラ ス な ど、物質 の 境界面 ・川 の 中で 魚や石 を と ろ う
で 反射、屈折する ときの 規則性 を見 い 出す。 と する

中

・水 は あ た た まりに くく、さめ に くい 物 質で あ る こ と を と らえさせ る

o

・川 に入 る

1
・水 の 重 さ に よ る圧力 は 深さ に比例する 。

・箱め が ね を作 っ て 川 の 中

を見る
・水 中 の 物体 に は た ら く浮力や物体に は た らく浮力 と重力 の 関係 に ふ ・川 の 中で 石 を持 ち上 げ る

れ る こ と。

・力学的 エ ネル ギ ーか ら電気 エ ネル ギ
ー

へ の 変換 。
・筏 を作る

中

・
身近 な動物 の 体の つ くりと は た らきを理解。動物の　　や生活 に つ

い て の 認識 を深 め る 。

・もん どりを仕掛け る
・
川の 石 をひ っ くり返 す

2 ・動物 の 血 液 の 循環、呼吸 の しか た。 ・魚釣 りをする

・無 セ キ ッ イ動物の体の つ くり、殖 え方 G
・ザ リガ ニ 釣 りをする

・堆積 岩の で き方。 ・川 の 石 を集 め る

中 ・環境 要因 と して 空気 、水、土 、太陽放射な ど を取 り上げる こ と。
・川 の 石 を ひ っ くり返す

3 ・水生 昆虫 をさがす

・
川 に 入 る

・流速 を測 る
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